
(57)【要約】

【課題】屑の排除機能と剛性が良好で、正確な定位効果

を有し、製造材料を節約できる小型ドリルを提供する。

【解決手段】シャンク１０と、ボディー２０とを含む。

シャンク１０は、穿孔機械に挟まる比較的大きい外径を

有する。ボディー２０は、比較的小さい外径を有し、一

端がシャンク１０に接合され、他端が同じ角度で研磨さ

れて三つの切削面が形成され、隣り合う二つの切削面の

間に稜線が形成され、それぞれの稜線の合流箇所に錐形

尖端が形成され、それぞれの稜線の両側に刃部と溝が別

々に形成されている。刃部により穿孔と切削を行い、溝

により屑を排除するための空間を提供する。シャンク１

０とボディー２０は、異なる外径材料を選んで作製する

ことが可能であるため、大量の材料を浪費する事態が発

生せず、製造材料を節約できる。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 シ ャ ン ク と 、 ボ デ ィ ー と を 備 え 、
　 シ ャ ン ク は 穿 孔 機 械 に 挟 ま る 比 較 的 大 き い 外 径 を 有 し 、
　 ボ デ ィ ー は 比 較 的 小 さ い 外 径 を 有 し 、 一 端 が シ ャ ン ク に 接 合 さ れ 、 他 端 が 同 じ 角 度 で 研
磨 さ れ て 三 つ の 切 削 面 が 形 成 さ れ 、 隣 り 合 う 二 つ の 切 削 面 の 間 に 稜 線 が 形 成 さ れ 、 そ れ ぞ
れ の 稜 線 の 合 流 箇 所 に 錐 形 尖 端 が 形 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 稜 線 の 両 側 に 刃 部 と 溝 が 別 々 に 形
成 さ れ 、 刃 部 は 対 象 物 に 穿 孔 を 形 成 お よ び 対 象 物 を 切 削 し 、 溝 は 屑 を 排 除 す る た め の 空 間
を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 小 型 ド リ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 シ ャ ン ク は 、 一 端 縁 部 か ら 軸 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 接 合 槽 を 有 し 、 ボ デ ィ ー は 一
端 に 接 合 槽 内 に 入 り 込 ん で 緊 密 に 固 定 さ れ て い る 接 合 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 小 型 ド リ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 接 合 部 の 外 径 は 、 常 温 時 、 接 合 槽 の 内 径 よ り や や 大 き く 、 組 み 立 て る 場 合 、 接 合 槽 を 予
め 加 熱 し て 膨 ら ま せ て か ら 、 接 合 部 が 接 合 槽 内 に 差 し 込 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
に 記 載 の 小 型 ド リ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ボ デ ィ ー は 、 一 体 に 連 接 さ れ る 直 径 の 比 較 的 大 き い 接 合 部 と 直 径 の 比 較 的 小 さ い 切 削 部
と を 有 し 、 接 合 部 は 平 坦 面 と 所 定 の 外 径 を 有 す る 円 柱 体 で あ り 、 切 削 部 は 三 つ の 切 削 面 を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 小 型 ド リ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 切 削 部 の 切 削 面 の ら せ ん 角 度 α は 、 ２ ０ 度 か ら ４ ５ 度 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
に 記 載 の 小 型 ド リ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 刃 部 の 長 さ は 、 切 削 部 の 直 径 の ０ ． ２ 倍 か ら ０ ． ３ 倍 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
に 記 載 の 小 型 ド リ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 溝 の 幅 は 、 切 削 部 の 直 径 の ０ ． ５ 倍 か ら ０ ． ８ 倍 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記
載 の 小 型 ド リ ル 。
【 請 求 項 ８ 】
　 溝 の 背 部 の 幅 は 、 切 削 部 の 直 径 の ０ ． １ 倍 か ら ０ ． ３ 倍 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
４ に 記 載 の 小 型 ド リ ル 。
【 請 求 項 ９ 】
　 接 合 部 の 長 さ は 、 ６ ． ５ ｍ ｍ か ら ８ ｍ ｍ で あ り 、 接 合 槽 の 深 さ は ４ ｍ ｍ か ら ５ ｍ ｍ で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 小 型 ド リ ル 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 小 型 ド リ ル 、 詳 し く 言 え ば 、 信 頼 性 が 良 好 な 小 型 ド リ ル に 関 す る も の で あ る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 の プ リ ン ト 回 路 板 の 穿 孔 作 業 を 実 施 す る 場 合 、 穿 孔 機 械 に 挟 ん だ 小 型 ド リ ル に よ り
作 業 を 進 め る 。
　 電 子 製 品 の 薄 型 化 お よ び 短 小 化 に 伴 い 、 プ リ ン ト 回 路 板 上 の 開 孔 の 直 径 が 極 め て 小 さ い
た め 、 穿 孔 作 業 の 過 程 に お い て 屑 の 排 除 機 能 が 非 常 に 重 要 で あ る 。 屑 の 排 除 機 能 が 良 く な
け れ ば 、 削 っ た 後 の 屑 が 穿 孔 作 業 の 高 温 で 溶 け て 穿 孔 の 中 と ド リ ル 上 に 付 着 し 、 後 続 の 工
程 を 困 難 に し て し ま う 。 ま た 、 作 業 の サ イ ズ を 小 型 化 す る 傾 向 が 原 因 で ド リ ル の サ イ ズ を
小 さ く し な け れ ば な ら な い だ け で な く 、 孔 の 位 置 の 精 度 を 向 上 さ せ な け れ ば な ら な い 。 従
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っ て 、 ド リ ル の 剛 性 と 精 度 の 重 要 性 が よ り い っ そ う 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 周 知 の ド リ ル と 言 え ば 、 二 刃 式 の ド リ ル を 指 す 。 形 と 構 造 に 限 ら れ て い る た め 、 ド リ ル
の 頂 部 は 芯 部 と 形 成 さ れ る 。 ま た 、 屑 の 排 除 機 能 を 高 め る た め に 、 で き る だ け ド リ ル の 芯
部 の 厚 さ を 薄 く す る こ と が 好 ま し い が 、 そ の 結 果 、 剛 性 が 低 下 し 、 折 れ や す く な る と い う
事 態 が 発 生 す る 。 従 っ て 、 屑 の 排 除 機 能 と 剛 性 を 同 時 に 兼 ね 備 え る こ と は 不 可 能 で あ る 。
ま た 、 二 刃 式 の ド リ ル の 二 つ の 刃 部 は １ ８ ０ 度 を 呈 す る た め 、 中 心 点 に 合 流 し 、 芯 部 の 尖
端 部 を 正 確 に 形 成 す る こ と が 難 し く 、 定 位 効 果 が あ ま り よ く な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 ド リ ル の ボ デ ィ ー の 外 径 は 、 小 型 化 の 傾 向 に 応 じ 、 小 さ く し な け れ ば な ら な い 。
し か し 、 ド リ ル の シ ャ ン ク は 穿 孔 機 械 上 に 取 り 付 け ら れ る た め 、 ド リ ル の シ ャ ン ク の 外 径
を 穿 孔 機 械 に 取 り 付 け 可 能 な サ イ ズ に 作 製 し な け れ ば な ら な い 。
　 周 知 の ド リ ル は 、 一 体 成 形 さ れ る た め 、 ド リ ル の シ ャ ン ク と ボ デ ィ ー の 外 径 の サ イ ズ の
差 が 非 常 に 大 き い 。 一 般 の シ ャ ン ク の 外 径 は ボ デ ィ ー の 外 径 よ り 数 倍 も 大 き い た め 、 一 体
成 形 方 法 に よ り シ ャ ン ク と ボ デ ィ ー を 作 製 す る 場 合 、 ボ デ ィ ー の 部 位 を 大 量 に 削 り 、 ボ デ
ィ ー を 極 め て 細 く す る 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 大 量 の 材 料 を 浪 費 す る だ け で な く 、 製 造 過 程
が 複 雑 に な り 、 手 間 が か か る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 の 主 な 目 的 は 、 屑 の 排 除 機 能 と 剛 性 が 良 好 で あ る 小 型 ド リ ル を 提 供 す る こ と で あ
る 。
　 本 考 案 の も う 一 つ の 目 的 は 、 正 確 な 定 位 効 果 を 有 す る 小 型 ド リ ル を 提 供 す る こ と で あ る
。
　 本 考 案 の ま た も う 一 つ の 目 的 は 、 製 造 材 料 を 節 約 可 能 で あ る 小 型 ド リ ル を 提 供 す る こ と
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 に よ る 小 型 ド リ ル は 、 シ ャ ン ク と ボ デ ィ ー と を 含
む 。 シ ャ ン ク は 、 穿 孔 機 械 に 挟 ま る 比 較 的 大 き い 外 径 を 有 す る 。 ボ デ ィ ー は 、 比 較 的 小 さ
い 外 径 を 有 し 、 一 端 が シ ャ ン ク に 接 合 さ れ 、 他 端 が 同 じ 角 度 で 研 磨 さ れ て 三 つ の 切 削 面 が
形 成 さ れ 、 か つ 隣 り 合 う 二 つ の 切 削 面 の 間 に 稜 線 が 形 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 稜 線 の 合 流 箇 所
に 錐 形 尖 端 が 形 成 さ れ 、 ま た 、 そ れ ぞ れ の 稜 線 の 両 側 に 刃 部 と 溝 が 別 々 に 形 成 さ れ て い る
た め 、 刃 部 に よ り 穿 孔 と 切 削 を 行 い 、 溝 に よ り 屑 を 排 除 す る た め の 空 間 を 提 供 す る こ と が
可 能 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 実 施 例 と 図 面 に 基 づ い て 本 考 案 の 特 徴 と 目 的 を 説 明 す る 。 ま ず 、 図 面 の 説 明 は 下
記 の 通 り で あ る 。
　 図 １ は 、 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 小 型 ド リ ル を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 実 施 例 の 組 立 後 の 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
　 図 ３ は 、 図 １ に 示 す 実 施 例 の 尖 端 か ら 見 た 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
　 図 ４ は 、 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 小 型 ド リ ル の 切 削 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ か ら 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 小 型 ド リ ル １ ０ ０ は 、 シ ャ ン ク １
０ と 、 ボ デ ィ ー ２ ０ と を 含 む 。
　 シ ャ ン ク １ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 所 定 の 金 属 材 質 か ら 構 成 さ れ る 円 柱 体 で あ り 、 シ
ャ ン ク は 約 ２ ． ５ ｍ ｍ か ら ４ ｍ ｍ の 幅 と 、 穿 孔 機 械 に 挟 ま る よ う に 固 定 さ れ る 所 定 の 外 径
と を 有 す る 。 ま た 、 シ ャ ン ク １ ０ は 、 一 端 縁 部 に 所 定 の 斜 度 を 呈 す る 錐 体 部 １ １ が 形 成 さ
れ 、 か つ 錐 体 部 １ １ の 表 面 か ら 軸 方 向 （ 即 ち 、 シ ャ ン ク の 軸 心 ） に 沿 っ て 延 伸 さ れ 、 陥 凹
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し て い る 接 合 槽 １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 接 合 槽 １ ２ は 、 所 定 の 幅 と 深 さ で 軸 方 向 に 沿 っ て
陥 凹 し て い る 円 槽 で あ る （ 接 合 槽 の 深 さ は 約 ４ ｍ ｍ か ら ５ ｍ ｍ で あ る ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ボ デ ィ ー ２ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 所 定 の 金 属 材 質 か ら 構 成 さ れ 、 か つ シ ャ ン ク １ ０
の 外 径 の 数 分 の 一 と な り 、 回 路 板 上 の 穿 孔 作 業 に 用 い ら れ る 所 定 の 外 径 を 有 す る 円 柱 体 で
あ る 。 ま た 、 ボ デ ィ ー ２ ０ は 、 一 体 に 連 接 さ れ る 直 径 の 比 較 的 大 き い 接 合 部 ２ １ と 直 径 の
比 較 的 小 さ い 切 削 部 ２ ２ と を 有 し 、 接 合 部 ２ １ は 平 坦 面 と 所 定 の 外 径 を 有 す る 円 柱 体 で あ
り 、 接 合 部 ２ １ の 外 径 は や や シ ャ ン ク １ ０ の 接 合 槽 １ ２ の 内 径 よ り 大 き く 、 接 合 部 ２ １ の
長 さ は ６ ． ５ ｍ ｍ か ら ８ ｍ ｍ で あ り 、 幅 は ０ ． ４ ｍ ｍ か ら １ ． ４ ｍ ｍ で あ る 。 切 削 部 ２ ２
の 長 さ は ２ ． ５ ｍ ｍ か ら ４ ． ５ ｍ ｍ で あ り 、 幅 は 約 ０ ． １ ｍ ｍ か ら ０ ． ３ ｍ ｍ で あ る 。 切
削 部 ２ ２ の 自 由 端 は 同 じ 角 度 で 研 磨 さ れ 、 三 つ の 切 削 面 ２ ３ が 形 成 さ れ 、 図 ４ に 示 す よ う
に 、 隣 り 合 う 二 つ の 切 削 面 ２ ３ の 間 に 稜 線 ２ ４ が 形 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 稜 線 ２ ４ の 合 流 箇
所 に 錐 形 尖 端 ２ ５ が 形 成 さ れ 、 ま た 、 そ れ ぞ れ の 稜 線 ２ ４ の 両 側 に 刃 部 ２ ６ と 溝 ２ ７ が 別
々 に 形 成 さ れ る た め 、 刃 部 ２ ６ に よ り 穿 孔 と 切 削 な ど の 作 業 を 行 い 、 溝 ２ ７ に よ り 屑 を 排
除 す る た め の 空 間 を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る 。 切 削 部 ２ ２ の 切 削 面 の ら せ ん 角 度 α は ２
０ 度 か ら ４ ５ 度 で あ り 、 刃 部 の 長 さ は 切 削 部 ２ ２ の 直 径 の ０ ． ２ 倍 か ら ０ ． ３ 倍 で あ り 、
稜 線 の 長 さ は 切 削 部 ２ ２ の 直 径 の ０ ． １ 倍 か ら ０ ． ３ 倍 で あ り 、 溝 の 幅 は 切 削 部 ２ ２ の 直
径 の ０ ． ５ 倍 か ら ０ ． ８ 倍 で あ り 、 溝 の 背 部 の 幅 は 切 削 部 ２ ２ の 直 径 の ０ ． １ 倍 か ら ０ ．
３ 倍 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ れ ぞ れ の 刃 部 ２ ６ の 間 は １ ２ ０ 度 の 角 度 を 呈 す る よ う に 形 成 さ れ る た め 、 相 互 制 御 効
果 を 有 し 、 か つ 比 較 的 良 い 剛 性 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 穿 孔 作 業 を 実 施 す る 場
合 、 振 動 ま た は ず れ な ど が 発 生 し な い だ け で な く 、 穿 孔 作 業 後 の 円 形 度 及 び 孔 壁 平 面 が よ
り い っ そ う 良 好 に な り 、 ボ デ ィ ー が 断 裂 し に く い 。 ま た 、 本 実 施 例 は 、 屑 を 排 除 可 能 な 空
間 を 三 つ 有 す る た め 、 排 除 量 が 大 き く 、 排 除 速 度 が 速 い 。 ま た 、 三 つ の 方 位 が 異 な る 稜 線
は 中 心 に 錐 形 尖 端 を 形 成 可 能 で あ る た め 、 中 心 点 に 正 確 に 合 流 し 、 芯 部 の 頂 点 を 形 成 し 、
正 確 な 定 位 効 果 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 は 、 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 小 型 ド リ ル １ ０ ０ の 主 な ユ ニ ッ ト に つ い て の 説 明 で あ
る 。 続 い て 、 組 立 方 法 と 特 徴 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 シ ャ ン ク １ ０ を 所 定 の 温 度 ま で 予 め 加 熱 し 、 熱 を 通 し て シ ャ ン ク １ ０ の 接 合 槽 １
２ の 内 径 を 少 々 膨 ら ま せ 、 続 い て 、 膨 ら ん だ 接 合 槽 １ ２ の 内 に ボ デ ィ ー ２ ０ の 接 合 部 ２ １
を 差 し 込 み 、 そ の 後 、 シ ャ ン ク １ ０ を 常 温 の 状 態 に 復 元 す れ ば 、 接 合 部 ２ １ の 外 径 よ り 内
径 が 小 さ い 接 合 槽 １ ２ に よ り 接 合 部 ２ １ を 緊 密 に 挟 ん で 固 定 し 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ボ デ
ィ ー ２ ０ と シ ャ ン ク １ ０ と を 同 一 軸 心 上 に 緊 密 に 結 合 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 実 施 例 の シ ャ ン ク １ ０ と ボ デ ィ ー ２ ０ は 、 二 つ の 単 独 の ユ ニ ッ ト か ら 構 成 さ れ る た め
、 別 々 に 製 造 す る 際 に 、 対 応 可 能 な 外 径 材 料 を 選 ん で 作 製 す る （ 即 ち 、 異 な る 外 径 材 料 を
選 ん で 作 製 す る ） こ と が 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 大 量 の 材 料 を 浪 費 す る と い う 事 態 が 発
生 せ ず 、 製 造 工 程 に か か る 時 間 を 減 ら す こ と が 可 能 で あ る 。
　 上 述 を ま と め て み る と 、 本 考 案 に よ る 小 型 ド リ ル は 、 屑 の 排 除 効 果 と 剛 性 が 良 好 な だ け
で な く 、 同 時 に 正 確 な 定 位 効 果 を 兼 ね 備 え 、 製 造 材 料 を 削 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 小 型 ド リ ル を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 小 型 ド リ ル の 組 立 後 の 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 小 型 ド リ ル の 尖 端 か ら 見 た 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る 小 型 ド リ ル の 切 削 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 １ ０ 　 シ ャ ン ク 、 １ １ 　 錐 体 部 、 １ ２ 　 接 合 槽 、 ２ ０ 　 ボ デ ィ ー 、 ２ １ 　 接 合 部 、 ２ ２
　 切 削 部 、 ２ ３ 　 切 削 面 、 ２ ４ 　 稜 線 、 ２ ５ 　 錐 形 尖 端 、 ２ ６ 　 刃 部 、 ２ ７ 　 溝 、 １ ０ ０
　 小 型 ド リ ル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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